
 

            
 
 

   

  

  

寒
さ む

い日
ひ

が続
つ づ

いています。最近
さ い き ん

、「外
そ と

は寒
さ む

いから…」と言
い

って休
や す

み時
じ

間
か ん

は室内
しつない

で過
す

ごしている人
ひ と

を見
み

かけます。しかし、かぜがはやる冬
ふ ゆ

こそ、運動
う ん ど う

することが大切
た い せ つ

なのです。運動
う ん ど う

することで、体
からだ

が温
あたた

まり、かぜを予防
よ ぼ う

することができます。ウォ

ーキングなどの軽
か る

い運
う ん

動
ど う

でも良
よ

いので、毎
ま い

日
に ち

少
す こ

しずつでも運動
う ん ど う

を続
つ づ

けると体力
たいりょく

が

つきます。運動
う ん ど う

をした後
あ と

は、しっかり体
からだ

を休
や す

めること忘
わ す

れないでください。寒
さ む

さ

に負
ま

けず、丈
じょう

夫
ぶ

な体
からだ

をつくりましょう。 
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平成 29 年 2 月 1 日 

港区立青山小学校 
校長   下城 英和 
養護教諭 石田 結希 

スクールカウンセラー来校日    

7 日(火)、10 日(金)、13 日(月)、21 日(火)、24 日(金)、27 日(月) 

 

「外
そと

で元気
げ ん き

に運動
うんどう

しよう」 
 

2月
が つ

の保健
ほ け ん

目標
も く ひ ょ う

  

第 2 回学校保健委員会が開かれ、みなと保健所保健予防課長の稲垣先生に、インフル

エンザに焦点を当てた感染症対策について伺いました。講話の内容をご紹介いたします。 

●感染成立には 3つの要素がある。それぞれの要素に対する対策が有効 

①感染源対策（ウィルスそのものに対する対策） 

インフルエンザにはアルコール消毒が効果的。家庭内で患者が出た場合には、手指が

触れた場所を市販のアルコール消毒薬で消毒する。咳をする時は、マスクをする、口を

覆うなどの咳エチケットを心がけることで、ウィルスを周りに広げない。 

 

②感受性者対策（免疫力を上げて、感染症にかかりにくくする対策） 

免疫力を上げるには、正しい生活習慣（食事・休養・運動）が何よりも有効。予防接

種は、インフルエンザにかかった時の症状を和らげることはできるが、感染自体を防ぐ

ことは難しい。（ぜんそくの人や高齢者は重症化を防ぐために予防接種をした方が良い。） 

 

③感染経路対策…飛沫感染（罹患者の咳などに含まれるウィルスから感染）・接触感染 

（手指についたウィルスが口・鼻に入り感染）両方の対策が必要。 

人ごみを避けることが一番効果的。インフルエンザは発症前日から人にうつす力があ

るので、流行時には、未発症だが人にうつす可能性をもっている人が多くいると言える。 

マスクは飛沫感染・接触感染、両方の対策ができることに加えて、粘膜を保湿して感染

防護機能を上げることもできる。 

 

 

 

 

 

●流行情報を確認し、流行時には特に注意する。 

港区感染症情報システム（http://minato-iddm.jp/infection/modules/topics/） 

で区内の流行情報を地域別に掲載している。流行時には注意して予防することが有効。 

 

 

 

第２回学校保健委員会が開かれました 

 

将来
しょうらい

の体
からだ

のためにも、運動
うんどう

を続
つづ

けよう！ 

鼻からあごまで

しっかりおおい、

すきまをつくら

ない。 

 

正しい手洗い、マスクの

付け方をして、ウィルス

が体内に入らないよう

にしましょう。 

青山小感染症情報 インフルエンザについて 

1 月中旬の流行は落ち着きました。御協力ありがとうございました。1 月末現在、２、3 年生で
罹患者が数名でています。引き続き体調管理の御協力をお願いいたします。 
主な症状：38℃以上の急な高熱、関節の痛みや悪寒がする      
出席停止期間：発症した後 5日を経過かつ、解熱した後 2日を経過するまで 
         

 

マスクの付け方のポイント 

☆児童には、1 月の計測時に、咳エチケットと正しい手の洗い方を指導しました。 
定着させるために、御家庭でも御指導いただきますようお願い申し上げます。 



    

 

  

感染症情報 インフルエンザについて 

12 月末の時点で、本校で大きな流行はありませんが、区内では流行が見ら

れています。引き続き、御家庭での体調管理をお願い申し上げます。 

主な症状：38℃以上の急な高熱、関節の痛みや悪寒がする      

出席停止期間：発症した後 5日を経過かつ、解熱した後 2日を経過するまで 

         

 


